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会  議  録 

 □全部記録  ■要点記録 

１ 会 議 名      第３回姫路市スポーツ推進計画検討懇話会 

２ 開催日時       平成２７年２月１６日（火曜日） 午後２時～午後３時５６分 

３ 開催場所       姫路市役所北別館３階 研修室 

４ 出席者又は欠席者名  別紙１の通り。朝田委員、生田委員欠席 

５ 傍聴の可否及び傍聴人数 傍聴可、傍聴なし 

６ 議題又は案件及び結論等 

 １ 開会 

 ２ 説明・審議 

 ３ その他 

 ４ 閉会 

７ 会議の全部内容又は進行記録 

  詳細については別紙２参照 
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別紙 1 

姫路市スポーツ推進計画検討懇話会委員名簿 

（50音順、敬称略）   

区 分 氏 名 肩書き等 

会長 
末井 健作 兵庫県立大学名誉教授 

委員   ※欠席 
朝田 眞司 姫路市小学校体育連盟副会長 

 
尼子 尚公 姫路市中学校体育連盟副会長 

 
沖 智美 公募市民 

 
小田 美佐子 姫路市立幼稚園推進連盟会長 

 
小林 弘子 特定非営利活動法人 姫路市身体障害者福祉

協会 副理事長 

※欠席 
生田 義孝 兵庫県高等学校体育連盟西播支部理事長 

 
髙寄 俊秀 姫路市体育協会副会長 

 

西本 眞造 姫路市議会厚生委員会委員長 

 
平井 康允 姫路市スポーツ推進委員会会長 

 
南 良樹 公募市民 

※代理出席 
吉田 裕康 姫路商工会議所専務理事 
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別紙２ 

事務局 １ 開会（14:00） 

 

 ２ 説明・審議 

 (1) スポーツ推進計画（案）について 

  (2) 各委員の意見 

開会 

 

事務局説明 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

委員 

 

１４：００ 

 

１４：０４ 

（１）スポーツ推進計画（案）について 

 

１４：５０ 

事務局から施策についてまとめたい、中身について皆様のご意見を伺いたいと

の説明があった。施策についてご意見ございますか。 

 

簡潔によくまとまっている。以前骨子案で提案されたものから抜け落ちている

部分はないか。 

 

推し進めるもの、他団体に働きかけるもの、調査研究するものなど、精査しな

がらすべて文章の中に残していく。 

 

具体的施策として記載してある部分は継続して残されていると理解していい

か。 

 

そうだ。 

 

体育施設の有効活用について何か意見はありますか。 

 

施設に関しては、税金の関係もあるのでそこそこでいいと思う。 

 

書写テニスコートを利用している。築３０年以上だと思う。2 年前からクラブ

化がなじまないということで民営化した。結果、平成２５年度の利用率は 1.8％、
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事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事業収支は３００万円の黒字から３００万円の赤字に転落した。 

私達の加入者も１５０名いたものが５０名に減った。スポーツクラブ２１への

加入も提案したが改善に至っていない。今ある施設の有効活用が大事では。 

自発的に活動するクラブから知恵を汲み取る仕組みが大切。アンケートを取る

のも一案。管理が２重３重になるなど外部委託のしくみがうまくいっていないの

では。 

いきなりハードを整えるのも難しいと思うが、うまく仕組みづくりができれば

と思う。 

 

それぞれの種目に応じた支援をしていきたいが、現在、細やかな対応はできて

ないと感じており、必要性を感じている。関係部署に市民の方々と解決策を模索

しては、との問題提起もしていきたい。 

 

スポーツの発信は行政だけでなく、外部の情報を取り入れるなど、双方向の情

報発信を考えてみては。 

指定管理の考え方はどうか。 

 

指定管理については指導しながら進めたい。市内の多くの施設は、まちづくり

振興機構が請け負っている。制度の定着と共に、サービスも向上していくと考え

ている。利便性など、サービス向上について指導しながら進めたい。 

 

新たなサービス機関として、新たな展開も必要だと思う。 

公共施設の大きな考え方として、冷暖房も必要だと思うが、駐車場整備など、

交通利便性を考えたものが必要。公共交通を利用しアクセスできるなど、自然環

境に配慮した考え方も必要。 

生涯スポーツについてスポーツボランティアの具体的な考えはあるか。 

 

マラソンを終えてから考えたい。大規模大会ではボランティアが必要。友の会

など作っている市もある。三重県の鈴鹿サーキットもそうだ。自ら参加したい熱

意の有る方々が大会を支えている。姫路でそこまでできるかわからないが、将来

的には必要になると考えている。問題提起していきたい。 
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会長 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

資料では、女性のボランティアが少なく、また、全体の約６５％の方々が今後

もボランティアをしないと答えている。この方々の意識を変えていくことも必要。 

双方向に情報発信することについて何か有りますか。 

 

一歩的な発信でなく利用者の意見も聞きながら、相互に情報発信していく取り

組みについて研究したい。 

 

子供のスポーツや学校部活動の推進について何かご意見ありますか。 

 

親子でできるスポーツの推進を図っていただきたい。スポーツをする子供の裾

野を広げることが大事。体を動かすきっかけづくりをできるだけたくさんしてほ

しい。 

施設利用に関して、空いているときにすぐに使えるようにしてほしい。システ

ムの関係か、使いにくさを感じることがある。 

 

内部で講習会等行うなどの取り組みはしやすい。 

子供は学校、幼稚園での運動に頼らざるを得ない状況である。色々と声を聞き

ながら学校、幼稚園に問題提起していきたい。 

 

幼稚園に通うまでの子供に運動させる機会があれば良い。午前中でも時間が空

いているかと思う。きっかけが必要。子育て支援課とのタイアップになるかと思

うが、そういう投げかけも必要ではないか。 

 

リタイア世代も増えており、以前、孫と祖父母が空いている施設を使って一緒

に運動できる仕組を考えた。結果、施設の関係でうまくいかなかったがそういう

考え方もあってもいいのでは。 

 

姫路市の小、中学校の体力は全国平均より若干低い状態である。体を動かすき

っかけが必要。この時期に基本動作が作られる。 

 

小中学生の運動はどうしても学校体育に頼らざるを得ない。この計画ではそこ

まで入り込みにくいが、地域のクラブチームに参加することで、体力向上が図れ
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。地域に呼びこむきっかけ作りも必要。 

 

体力レベルは全国的にもそんなに低くはない。全国大会へ出場する選手も数多

く、ふたば賞受賞者数からも文化体育レベルは高い。 

運動する生徒としない生徒の差が激しく、２極化が進んでいる。中高は部活動

に参加している子供も多いが、小学生はサッカーや野球などメジャースポーツを

する子が多い。 

子供の発育発達を考えながら指導ができているのか疑問に感じる事がある。中

学校は県の指導者講習を受けている。 

地域の野球、バレーチームで行き過ぎた指導がなされてないか不安に感じるこ

とがある。指導者の育成が大事。 

スポーツ振興事業を展開する中で、成熟していないうちはトップダウンで、こ

れからはボトムアップで進めることが望ましい。 

 

指導者の養成は重要。運動しすぎて怪我をしては意味が無い。推進の中味を詰

めていくのが難しい。協会に投げかけるなど、指導者にも周知した方がいい。 

 

解決するのは難しいと感じている。問題提起していきたい。 

 

姫路市には１２，０００人の身体障害者がおられ、若い方から高齢者まで、様々

な方がおられる。 

脳梗塞で半身麻痺になられた方でも、スポーツをすることで、歩けるまでにな

った。 

まず活動の場が必要。特にトイレ整備が必須である。車いす対応、手すりや段

差の解消も必要だ。 

みなとドームで開催するグラウンドゴルフには１５０名の参加を得ている。ト

イレに問題はないが、交通が不便。 

三宅公園はトイレもあるが、障害者は使えず、市役所のトイレを使っている。 

以前、県のスポーツ大会には皆一緒にバス送迎してくれていた。最近は別日開

催となり、バス送迎が難しくなった。 

こういう時、ボランティアに来ていただければ素晴らしい。 

玉津のリハビリテーションセンターで努力している選手がパラリンピックや全
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事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

国大会に出場している。 

障がい者スポーツの楽しみがあったからこそ、私自身も全国大会で金メダルが

獲れたと思っている。 

 

環境作りとボランティアの件については十分議論しながら計画に反映していき

たい。 

 

環境整備は一つの大きな柱である。ぜひ取り入れていただきたい。 

スポーツ施設に高齢者にとってのサロン的な役割を持たせる考えも必要ではな

いか。 

スポーツクラブ２１の活性化について何か考えはあるか。 

 

ドイツ式のクラブスポーツでなく、地域のスポーツが中心。たくさん活動して

いるクラブがある。県事業であるため、後方支援することとしたい。 

 

競技団体とスポーツクラブ２１の関わりはあるのか。 

 

陸上などはしていないが、球技ではコーチの派遣など交流している。 

 

県内で競技団体とスポーツクラブ２１との接点が少なく感じる。 

 

地域スポーツの推進役としてボランティアで活躍されているスポーツ推進委員

の内容についても計画に記載したい。また、後継者の育成についても触れたい。 

 

体育協会でも総務、選手強化、普及研修の内部委員会を設置した。体育協会の

各事業について、より専門的に進めていくこととなる。この計画案も参考にしな

がら進めていきたい。 

 

姫路市のスポーツの推進役として、体育協会には協力願いたい。 

また、横の連携も図りながら活動を充実してもらいたいと考えている。委員会

へのバックアップも行いたい。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの団体で良い成績を上げておられる。先日行われたスポーツ表彰でも

多くの選手が表彰された。 

車いすバスケットとソフトテニスの選手が世界レベルの大会で２位に入るな

ど、姫路からオリンピック・パラリンピック選手が誕生するものと感じている。 

 

スポーツで姫路市を全国に発信できる。もちろん個人の努力の賜物だが、金銭

面でのバックアップを行う、ジュニア世代からの一環指導など、東京オリンピッ

クをキーワードに、様々な取り組みをしてもらえれば。 

ボランティアや指導者の人材バンク的なものはできないか。介護系大学や専門

学校の学生も取り込んでみては。 

岡山のアスリート U ターン事業を参考に、姫路市を出たアスリートの活用も考

えてみては。 

スポーツを情報発信のツールとして活用する仕組みづくりが必要。 

 

スポーツコミッションの設立についてはどうか。 

 

来年度以降、具体的検討に入る予定である。 

人材バンク、指導者の派遣、大会誘致について研究を進めていきたい。また、

データの集約も行うなど前向きに進めていきたい。 

 

様々な意見の集約も大事であるが、できるところから具体化していただきたい。 

 

祖父母と孫の体操はいいと思う。良い指導者をきちんと付けることが大事。的

確なアドバイスができる指導者がいて、怪我の防止や子供の不安も払拭され、そ

こからトップアスリートの育成に繋がる。 

また、この会議の横の繋がりも大事。お互いを知ることで様々な考えが出るか

もしれない。 

宮崎県延岡市で行われているゴールデンゲームズ inのべおかは、トップアスリ

ートが出場する大会にもかかわらず、住民総出の手作り感あふれる大会となって

おり大変素晴らしい。 

人の盛り上がりが何かを生む良い事例だと思う。 
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事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

終了 

参加型のスポーツイベントも大事。トップスポーツの関わりなど考えたい。 

 

委員の皆様の御意見を具体的にまとめていただきたい。 

 

できることはやっていきたいという表現にしたい。難しい内容は問題提起する

形で将来的な取り組みとして書いていきたい。 

次回は皆様のご意見を反映した素案を示したい。一度皆様にお配りし、確認の

時間をとったうえ、懇話会を開催したい。日時はまた連絡する。 

 

１５：５６ 

 


